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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究は、第二次世界大戦期に三国軍事同盟を締結した日独伊の枢軸国およびその関係国の対

中東・イスラーム政策を比較することによって、日本の「猶太問題」と「回教・回教徒問題」

への対応の特徴を浮かび上がらせた。同時に、独伊両国の枢軸国による北アフリカおよび中東

地域のムスリムおよびユダヤ人への政策と日本のそれとの違いを念頭に置きつつ、ユダヤ人への

対応の違いと中東地域とアジア地域のムスリムの相違、およびその問題点を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 

This study clarifies the characteristics of Japanese policy toward “Jewish Question” and 

“Muslim Question” compared with that of the Axis such as German and Italy that allied 

with Japan by Tripartite Pact during World War II. At the same time, the differences of the 

Axis policies toward Muslims and Jews are made clear by explaining the different 

conditions under which Muslims and Jews lived in the Middle East and North Africa on the 

one hand and East Asia and Southeast Asia on the other. 
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１．研究開始当初の背景 
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開」(平成 17 年～19 年)を行なった上で、日
本の戦時期の対ムスリム政策の特徴を、独伊
などの枢軸国のそれとの比較の中で明らか
にしたものである。というのも、枢軸側にと
ってムスリムの動員およびその支持取り付
けは反共・対英戦略上、極めて重要な政治的
な意味をもち、日独伊の共通の課題となった
からである。 

日本は満州事変以降、アジア主義的な潮流
と相まって反共的な立場から「回教･回教徒
問題」および「猶太問題」に関する戦略的な
関心が増大した。とりわけ、日中戦争の勃発
が契機となって日本の「回教･回教徒問題」
に関する研究の組織化は急速に進展した。と
いうのも、大東亜共栄圏建設におけるムスリ
ムの動員の必要性という政治的動機、中国で
の国共合作に対応した日本の分断工作、ある
いは中国西北部のムスリムを糾合した「第二
満州国」の建設といった戦略的な課題に直面
したからである。実際、そのような関心の方
向性は、回教圏研究所、大日本回教協会、満
鉄東亜経済調査局、東亜研究所といった調査
研究機関が国策的要請を受けて「回教・回教
徒問題」研究を組織化するというかたちで結
晶化していった。 

戦時期の「猶太問題」に関しては、戦前の
日本では回教・回教徒問題と猶太問題がワン
セットの問題として認識された事実がある。
したがって、戦時期の日本のイスラームおよ
びユダヤ人政策を考えるに当たっては、むし
ろ両者を相互に関連するものとして把握し
ないと当時の政策決定者の政治的意図は正
しく理解できない。実際に、1938 年には外
務省を中心にして陸海軍省、参謀本部と共に
「回教・猶太問題委員会」が設立された。こ
の委員会の設立はロシア革命後のシベリア
出兵以来、旧満洲（現中国東北部）に難民と
して流入していた旧ロシア帝国から逃れて
きたトルコ系タタール人のムスリムやユダ
ヤ人の亡命者の存在に対する日本政府の認
識のあり方を示したものだった。したがって、
タタール人ムスリムは、大東亜共栄圏の政治
的スローガンがソ連に対する包囲網として
の反共主義に基づく日本版の汎イスラーム
主義あるいはトゥラン主義などの広域地域
圏構想に結びつく結節点の役割を果たした
ことは注目に値する。 

 

２．研究の目的 

 

本研究は、第二次世界大戦期あるいはアジア
太平洋戦争期（以下、戦時期）に三国軍事同
盟を締結した日独伊の枢軸国およびその関
係国の対中東・イスラーム政策を各国のグロ
ーバルな戦略の中で比較することによって、
日本のイスラーム政策の特徴を、ヨーロッパ
の枢軸国との差異の中で浮かび上がらせる

ことを目的とした。とりわけ、日中戦争時に
おける日本の「回教・回教徒問題」への対応
を、日本の「猶太問題」にも関連させて、関
係史資料の分析を通じて明らかにする。その
際、独伊両国による北アフリカおよび中東・
中央アジア地域のムスリムおよびユダヤ人
への政策との違いを念頭に置きつつ、日本を
含む枢軸国の中東・イスラーム政策のありよ
うの特徴を比較の観点から浮かび上がらせ
て評価する。さらに、本研画は、本研究代表
者が研究代表者としてこれまで行ってきた
戦前・戦後の日本・イスラーム関係に関する
研究成果を継承しつつ、戦時期日本の「回
教・回教徒問題」を大川周明の東亜経済調査
局を軸に再検討し、日本の「猶太問題」およ
び独伊の枢軸国などのそれが中東あるいは
ムスリムにどのように認識されているかも
明らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 
本研究は、戦時期日本の「回教・回教徒問

題」および「猶太問題」への対策を独伊の枢
軸国などのイスラームおよびユダヤ人対策
との比較に重点を置きつつ、日本の中東イス
ラーム政策の特徴を浮かび上がらせること
にある。したがって、本課題を研究する現地
の研究者・専門家等との意見交換あるいは史
資料収集のために、現地への派遣または現地
から招聘を行なった。さらに研究成果を中間
的に総括し、新たな発展的な課題発見を行な
うために国際ワークショップをトルコ・イス
タンブルで開催した。 
戦時期の史資料の掘り起こしに関しては、

日本国内のみならず、海外においても日本語
資料の整理と文献目録の作成、公文書・戦時
中の文書の公開、植民地資料の復刻出版が
1990年代から盛んになっている。とりわけ、
国立公文書館アジア歴史資料センターがイ
ンターネットで資料を公開して研究者の便
宜を図っているが、それでも特定のテーマの
ために利用するには不十分である。したがっ
て、まず同センターにて本研究に関連する閲
覧可能な関係資料を系統的に整理・分析した
上で、戦時期日本における「回教・回教徒問
題」および「猶太問題」に関する研究状況を
概観するとともに、それを踏まえて同様の方
法で関係諸国のアーカイヴスにおいて枢軸
側のイスラーム・ユダヤ政策の整理・分析を
行なう。 
さらに、すでに戦時期に刊行された回教関

係の『回教圏』『回教事情』『回教世界』『新
亜細亜』などの専門雑誌に所収されている論
文等をより容易に利用できるように研究者
への便宜を図る。また、枢軸側の対中東・イ
スラーム政策に関する研究情報がわが国で
は極端に不足しているので、まずは当該テー



マに関係するアーカイヴスでの史資料の所
在の確認とともに、戦時期に枢軸国で発行さ
れた中東・イスラームに関する専門的な新
聞・雑誌の調査をも早急に行なう。 
その上で、日本と独伊などを比較するため

に史資料整理・分析を念頭に置きつつ実施す
る。また、関係各国の公文書館に所蔵される
史資料の所在に関する調査・収集を行なうた
めに分担者を派遣し、また当該テーマに関し
て議論のために専門家を海外から招聘する。 
 
４．研究成果 
 
第 2年度にトルコ共和国イスタンブルのユ

ルドゥズ工科大学で開催した国際会議の成
果を踏まえて、第二次世界大戦中の枢軸国と
トルコの関係、および枢軸側の中東地域、と
りわけイラク・シリア・レバノン・エジプト
などのアラブ世界での活動を中心に整理を
行ない、「第二次世界大戦中の枢軸側の対中
東政策」として学術雑誌に論考を発表する予
定である。 
米英仏の後発国としての日独の第二次世

界大戦までの国際政治への関与の仕方の比
較研究の成果を刊行物として発表した。また、
日伊の比較研究についても、文学作品を通し
てエチオピア戦争と日中戦争の比較に関す
る論考を発表した。日独比較研究として、田
嶋 信 雄 他 著 Japan and Germany. Two 
Latecomers to the World Stage 1890-1945
を刊行した。さらに、ナチスとユダヤ人につ
いては長田浩章『われらユダヤ系ドイツ人―
マ イ ノ リ テ ィ か ら 見 た ド イ ツ 現 代 史
1893-1951』を出版した。 
第二に、戦時期日本に関しては東亜経済調

査局での大川周明の研究・教育活動と回教研
究に焦点を当てて調査研究を実施し、大川周
明の設立した東亜経済調査局付属研究所（通
称・大川塾）の元塾生からの聞き取り調査も
集中的に行なって、回教問題の一側面を明ら
かにした。その研究成果の一端は、前者に関
しては、臼杵陽（研究代表者）著『大川周明
―イスラームと天皇のはざまで』（青土社、
2010年）として出版した。後者の東亜経済調
査局付属研究所に関しては、ＤＶＤ「大川周
明 大川塾塾生の足跡」（ＫＭコンサルティ
ング、2011年）として刊行した。 
第三に、日本・トルコ関係としては、三沢

伸生監修『絆―トルコと日本の 120 年』を刊
行し、またＣＤ版として、東洋大学アジア文
化研究所から日土協会『日土協會會報』、東
洋倶楽部『東洋』を刊行した。 
第四に、戦前・戦時期のアジア主義につい

ても、猶存社で大川周明と盟友であった満川
亀太郎のアジア主義に関する調査研究を行
ない、満川のユダヤ人観を含めて、戦略的動
員対象としての回教徒（ムスリム）と猶太（ユ

ダヤ）教徒への日本の対策を検討することが
今後の課題として残った。 
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